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序章 研究の概要

健康教育部会全体主題

生涯を通 じて健康な生活を送 ることができる児童 ・生徒の育成

一 実践力をは ぐくむ指導の展開 と工夫 一

～生活習慣病な どの生活行動が原 因 となっておこる病気の

予防に関す る指導の工夫～

1主 題設 定 の理 由

生涯 を通 じて健康 な生活 を送 るた めには、病気の予防や 日々の生活習慣 が大き くかかわ って

いる。 しか し、児童 ・生徒の 日々の様子をみ る と、食生活 の乱れ、睡眠不足、運動不足 といっ

た健康課題 が見 られ、規則正 しい生活習慣が身 に付 いていない状況が伺 える。

厚生労働省 は、国民健康づ くり運動 と して 「健康 目本21」 を提言 し、一人一人が生活習慣

を見直す必要 があるこ とか ら、栄養 ・食生活 ・身体活動 ・運動 ・休養な どの9つ の分野で、2010

年までに目標値 を設定 し、健 康づ く りを推進 してい る。特 に、学齢期に望ま しい生活習慣 を身

に付けることは、他の時期 に代替でない ことや生活習慣 の基礎 を培 う観 点から、学校において

生活習慣を身 に付 ける指導が期待 されている。

平成14年 度 か ら新 学習指導要領が全面実施 され、(高 等学校 につ いては平成15年 度 よ り

学年進行)「 生 きるカ」 をは ぐくむ ことを基本 と した指導 が展 開 され 「生 きるカ」 を支える基

本 は健康や 体力 であることな どか ら、学校教育全体 を通 して健 康教育 を充実 し、児童 ・生徒 に

生涯 にわたって健康で安全 な生活の基盤 を培 うこ とが重要 となってい る。

体育 ・保健体育においては、生涯 を通 じて 自らの健康 を適切 に管理 し、改善 してい く資質や

能力の基礎を培 うため、健康 の大切 さを認識 し、健康な ライ フスタイル を確立す る観点にたつ

内容の改善や実践力の育成 が求 め られてい る。そ して、生活習慣 の形成、生活習慣病の予防 に

関す る内容が、新たに小学校 か ら示 され、早 い時期か ら生活習慣 を身に付けることが課題 とな

った。

そ こで、児童 ・生徒 に生活習慣 を身 に付 けるためには、健康の大切 さを認識 し、実践力 を培

う必要があ り、そのためには、課題 の解決方法 を学び、適 切な意志決定や行動選択ができるよ

うにする必要があると考 える。

このよ うな状 況を踏ま え、健康教育部会では生活習慣病 な どの生活行動が原因 となって起 こ

る病気 の予防に関す る指導を取 り上 げ、特に 「実践力 をは ぐくむ こと指導の展開 と工夫」を副

主題 とし、発 達段階に即 して小学校 ・中学校 ・都立学校の3つ の分科会構成 で研 究を進めた。

各分科会 ごとの主題は以 下の とお りであ る。

〈小学校分科会 〉

1児 童が心 と体の健康を意識 し、望ま しい生活習慣を身に付 ける指導の工夫
〈中学校分科会〉

1生 徒が 自らを知 り、健康保持 ・増進できる実践力を養 う指導の工夫
く都立学校分科会〉

生活習慣病予防における、食に関す る実践力を育てる指導の工夫

一2



1研 究の全体構想図

小学校分科会

児童が心と体の健康を意識し、

望ましい生活習慣を身に付け

る指導の工夫

鐸 都立学校併斗会

自分の心や体を大切に感じて、

自ら進んで望ましい生活習慣を

身に付け、実践できる児童

1児童の心の状態と基本的な

生活習慣とのかかわりにつ

いて実態を明らかにする。

2自分を大切にしようとする

意識を高め、望ましい生活習

慣を実感できる指導を工夫

する。

3望ましい生活習慣を継続す

る力を身に付ける指導を工

夫する。

・基本的生活習慣と児童の心の

状態に関する実態調査及び結

果の分析と考察、
・先行研究報告書 ・学習指導要

領 ・参考資料収集

生徒が自らを知り、健康を保

持 ・増進するための実践力をは

ぐくむ指導の工夫

健康の大切さを理解し、自ら健

康の保持・増進をi鐵すること

ができる生徒

1生徒の生活の実態を明らか

にする。

2生徒が病気を予防し、健康を

保持増進できる実践力を養

う保健指導を工夫する。

・生徒の生活習慣と運動に関す

る実態調査及び結果の分析と

考察
・先行研究報告書 ・学習指導要

領 ・参考資料収集

生活習慣病予防における、食に

関する実践力を育てる指導の

工夫

生活習慣病の知識をもち、病気

の

予防を考え、望ましい食行動を

選

1生活習慣病についての正 し

い知識・理解を身に付ける。

2食 にかかわる実践力を育て

る。

・生活習慣病と食行動に関する

意識・実態調査及び分析と考

察
・先行研究報告書 ・学習指導要

領 ・参考資料収集
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な生活を実践することができ

る。
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実証授業、指導内容の検討・工夫、資料収集及び作成、教材の工夫
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研究の成果と今後の課題
匙
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皿各分科会の研究概要

小学校分科会
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能力」 をキー ワー ドと し、望ま しい生活習慣

を身 に付ける指導の在 り方につ いて研 究 を進

めた。

〈研 究の内容 〉

低学年

中学年

高学年

グル ープ による生活 目標 の設定 ・

実践。

コ ン ピュー タ に よ る個人 の生 活 目

標 の設 定 ・実 践。

心 と体 の関係 について理解 し、問

題解決能力 を高 める。
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生涯 を通 じて顯 な生活 を送 ることができる実践1

力をはぐくむた めに、 「自分の将来」「望ましい生1

活習慣」 「課題発 見 ・解決、行動選択」 をキー ワー1

ドと して、研究 を進 めた。1

<研 究 の 内容>1

生徒が 自分の将来を想像 し、現在の生活習慣 を1

見つめ、 「将来な りたい 自分」になるために食事 ・1

睡眠 ・運動等の 自らの課題 を見付 け、課題を解決す1

徽 難繕 藻欝 主繋 保持増1
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都立学校(高 等学校 ・養護学校)分 科会

r孫鰐撫 鰯 磐套葱ζ叢欄貸
「気付 き」 「実践」 を研 究の キー ワー ドと した。1→P29

望ま しい食 行動 を 目指 した生活改善には、行動1

変容 をもた らす指導の工夫 が必要で あると考えた・i
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〈研究の内容 〉

高等学校 では、生活習慣病 と食生活の相 関

関係 を知 っていて も食行動 の実践 には結びつ

かな い ことが分か った。養護 学校で は、生活

習慣 病 の知識 が乏 しいこ とと、知識 がある児

童 ・生徒 は 自分 な りの配慮 ・実践 をお こな っ

てい る ことが分 かつた。正 しい知識 を身 に付

ける学習 と行 動変容 をもた らせ る実践力の育

成 を目指 し、指導内容の検討 ・工夫を行 った。

蓬畦

1→P31

ミ

ミ
　

唾→P33

ミ

ミ

薗

ミ
、
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育・保健体育科の生活習慣病に関する内容と道徳や特別活動(学 級活動 ・ホームルーム活動)と の関連

特別活動
保健体育科 科目保健

Aホ ームルーム活動

(2)個 人及び社会の一員としての在り方、生き方、

健康安全に関すること

ア 青年期の悩みや課題とその解決、その他

イ 心身の健康と安全な生活態度や習慣の確立、

生命尊重と安全な生活態度や習慣の確立など

B生 徒会活動

C学 校行事

(3)健 瞭安≦≧・f本育白り行≒事

特別活動

3

現代社会と健康

ア 健康の考え方

イ 健康の保持噌進と疾病の予防

ウ 糟神の健康
工 交通安全

オ 応急手当

生涯を通じる健康

ア 生涯の各段階における健康

イ 保健 ・医療制度及び地域の保健 ・医療機関

社会生活と健康

ア 環境と健康

イ 環境と食品の保健

ウ 労働と健康

(2)個 人及び社会の一員としての在り方、健康

や安全に関すること

ア 個人及び社会の一員としての在り方に

関すること

(ア)青 年期の不安や悩みとその解決

(イ)自 己及び他者の個性の理解と尊重

(オ)望 ましい人間闘系の確立

イ 健康安全に関すること

(ア)心 身ともに健康で安全な生活態度

や習慣の形成

(ウ)学 校給食と望ましい食習慣の形成

高等学校

盲 ・ろ う ・養護学 校

道徳

保健体育科 保健分野

中学校

盲 ・ろ う ・養護 学校

(4)健 康な生活と疾病の予防について

理解を深めることができるよう

にする。

ア 健康の成り立ちと疾病の発生

姻

イ 生活行動・生活習慣と傾向

ウ 喫煙・飲酒 ・薬物乱用と健康
工 感染症の予防

オ 個人の健康と集団の健康

道徳

1主 として自分自身に関すること

2主 として他とのかかわりに関す

ること

3主 として自然や崇高なものとの

かかわり

4主 として集団や社会とのかかわ

りに関すること

1主 として自分自身に関すること

(1)望 ましい生活習慣を身に付け、心身
の健康の増進を図り、節度を守り節

制に心調サ調和のある生活をする。

特別活動

A学 級活動

(2)日 常の生活や学習への適応及

び健康や安全に関すること

ア 学級や学校の生活の充実と

向上に関すること

イ 日常の生活や学習への適応

及び健康や安全に関するこ

と

ウ 望ましい人間関係の育成と

心身ともに健康で安全な生

活態度の形成

力 学校給食と望ましい食習贋

の形成

小学校

盲 ・ろ う・養護 学校

体育科 保健領域

自立活動

1健 康の保持

2心 理的な安定

3環 境の把握

4身 体の動き

5コ ミュニケーション

※ 個々の児童、生徒の障害の種

類や程度及び発達段階に応じ

て指導内容は異なる。

5一

毎日の生活と健康

ア 食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれ

た生活

育ちゆく体とわたし

ア 体の発育・発達と調和のとれた食事、適

切な運動、休養及び塁郵民の重要性

心の健康

ア 心の発達

イ 心と体の密接な関係

ウ 不安や悩みへの対処

病気の予防

ア 病原体、体の抵抗力、生活行動、環境と

病気のかかわり

ウ 生活行動が要因となって起こる病気の

予防



第1章 小 学 校 分 科 会

1研 究主題

児童が心 と体の健康 を意識 し、望ま しい生活習慣 を身 に付け る指導の工夫

∬ 主題設 定の理 由

近年、生活様式や食生活 の変化に伴 い、生活習慣病が増加 の一途 をた どっている。生活習慣

病は毎 日の生活習慣の在 り方 と深 く関わって起こるが、最近で は、不規則 な食生活や運動不足 ・

睡眠不足 といった行動が見 られ るよ うになった。

本分科会では、生活習慣病 の予防を基本 と して、毎 日の生活 習慣 に 目を向け、望ま しい生活

習慣 を身 に付 け、 自ら実践で きる力を育てたい と考えた。そのためには、児童が 自分の心 と体

の健康 を大切 に思 う意識 が不可欠である と考 え、本主題 を設 定 した。

皿 研究のね らい

1児 童の心の状態 と基本的な生活習慣 とのかかわ りにっいて実態 を明 らかにす る。

2自 分を大切 に しよ うとす る意識 を高め、望ま しい生活習慣 を実感で きる指導を工夫す る。

3望 ま しい生活習慣 を継続す る力 を身に付 ける指導 を工夫す る。

1V研 究の方法

1児 童の心の健康に関す る意識 と生活習慣の実態 にっいて調査 を行 い、分析 ・考察す る。

2児 童が望ま しい生活習慣 を身 に付 けることができる指導 を工夫す る。

V研 究の内容

1研 究の視 点

本分科会では、望ま しい生活習慣 を身に付けるためには、「自己肯定感 を向上す る」「正 しい

知識を身 に付ける」「問題解決能力 を高める」ことが必要であると考え、研究のキーワー ドと

した。発達段階に応 じて、この三点を調和 よく育てる指導の在 り方について研究を進めた。

本分科会の考える

問題解決の手順

望ましい

生活習慣 を

身に付ける

1問題解決能力1

課題を的確に把握 し、解決方法を

考え、自ら行動選択できる能力

ぐ 課喋鷲 「解決難を考え濃 決つ
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2調 査 研究

(1)目 的:児 童の生活習慣 と、 自己肯定感や意志決定に関す る意識 について、実態 と関連性

を把握す る。

(2)方 法:質 問紙法による。

(3)対 象:本 分科会の研 究員所属校の児童

i 3年 4年 5年 6年 合計(人)

人数 .. 871 757
..

3377

(4)実 施 時期:平 成14年7月12日 ～19日

(5)調 査仮説

自己肯定感 が高 く、意志決定のできる児童 は、望 ま しい生活習慣 を身に付 けている。

(6)調 査 内容

本分科会では、睡眠 ・食事 ・運動 に関す る生活行動が どれ くらい身 に付 いてい るかに

ついて、質問1一 ① か ら⑦ を設定 した。 「毎 日できている」 を4点 、 「だいた いで きてい

る」 を3点 、 「あま りできていない」 を2点 、 「ほ とん どで きていない」を1点 として点

数化 した。 また、睡眠 ・食事 ・運動の各項 目について、それぞれ2つ ずつの質問項 目の

合計点 を、それぞれ睡眠得点 ・食事得点 ・運動得点 とした。 また、心の健康 に関 して、

心の安定 ・自己肯定感 な どにっいて質 問2～5を 設定 した。意志決定に関 しては、 目標

や めあて を自分で設 定で きるかについて、質問6を 設定 した。

(7)結 果の分析及 び考察

臼8点 ■7点 囚6点 ●5点 ロ4点 囮3点m点

國 ・・
3年

圓
4年

5年

6年

20覧40覧60覧eox薯ODう 自

國o覧
3年

圓
4年

5年

6年

20覧40覧60覧8096ioox

國 ・・
3年

圓
4年

5年

6年

20A40A60ABOAIUOA

①生活行動 に関する質 問について(グ ラフ1～3)

〈分析〉睡眠得点お よび運動得点については、学年

が上がるごとに得点が減少す る傾 向にあ る。一方、

食事得点は、どの学年 でも60%前 後 の児童が7～

8点 を得てい る。

〈考察〉学年が進む にっれ て睡眠時間が減少 し、運

動 しなくなっている様 子が明 らかになった。特 に運

動 に関 しては中学年 と高学年 の差が大きい。高学年

の児童に対 して運動 への意欲 を高め、日常的 に運動

に取 り組 めるよ うな指導が重要である。

食事得点 に関 して あま り学年差 が見 られ ない の

は、家庭 の食習慣 の影響 が大 きいため と考 え られ

る。本人の行動選択 を促す とともに、児童へ の指導

を通 じて、家庭の協力 を呼びかけてい くことも必要

である。
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囲 質問・ あなたは自分の・とがすきですカ・

團 とてもす き 日まあまあす き

ロ あまりす きではない薗す きではない

0%20%40%60%80%100%

3年

4年

5年 獺3

6年zl彫

7×75 質問6あ なたは目標やめあてを
自分できめることができますか

囲 できるe少 しできる

ロ あまりできない 圓できない

0%20%40%60%80%100%

② 自己肯定感 に関す る質問について(グ ラフ4)

〈分析>3,4年 生 では約80%の 児童が 自分の こ

とを 「とてもす き」 「まあまあす き」 と回答 し、5,

6年 生では、学年が上がるにっれ 自分の ことがす き

と回答 した児童 が減少 している。

〈考察〉 自分 を認 め、 自信 をもって前向 きな行動選

択がで きるよ うに、 自己肯定感 を高めなが ら指導 を

進 める必要がある。

年

年

年

年

3

4

5

直0

③意志決定 に関す る質問について(グ ラフ5)

〈分析〉各学年 とも、約85%の 児童が、 「できる」

「や やで きる」 と回答 してい る。

〈考察〉 望ま しい生活習慣の実践 には、本人の意 志

決定が不可欠であ る。発達段階に応 じて意志決定が

できるカ を育て ることが必要である。

(8)調 査 仮 説 の検 証

生活 習慣 の 中で も、 睡眠 ・食 事 ・運動 の各 項 目にお いて 自分 の意 志 が反 映 され や す い と思 わ

れ る 「早寝 す る」 「好 き嫌 い しない」 「放課 後遊 び 」 の項 目を選 択 し、 ク ロス集 計 を行 った。

① 自己肯 定感(質 問3.あ なた は 自分 の こ とが す き です か)と 生活 習慣 の ク ロス集 計

口毎日できている 田だいたいできてし、る(グ ラフ6,7,8)
Oあ まりできていない 田 ほとんどできていない

早寝する國 0%20%40%60%SO%100%

自分のことがとてもすき

まあまあすき

あまりすきではない

すきではない

國 好き嫌いしな・・
ok20%40覧60%BO%100覧

自分のことがとてもすき

まあまあすき

あまりすきではない

すきではない

匝 。%、 。%

自分のことがとてもすき45

まあまあすき32

あまりすきではない27

すきで腕 い 笏 。o笏

放 課 後 遊 び
40%60%soy10096

30・14111・

〈分析〉「好き嫌 い しない」× 「放課後遊び」につ

いては、 自己肯定感 の高い児童の約70～80%

が 「ほとん ど ・だいたいできている」 と回答 し、

自己肯定感の低い児童では、約60%だ った。「早

寝す る」につい ては、 自己肯定感 の高い児童では

約50～60%、 自己肯定感の低 い児童において

は約40%で あった。

〈考察〉 どの生活習慣 とも、 自己肯定感の高い児

童 ほど 「で きている」と回答す る児童が多かった。

このことか ら、 自己肯定感 と生活習慣 の間には関

連が見 られ るこ とが分かった。

自己肯 定感が高い とい うこ とは、将来 を見通 し

た前向きに行動す る力 の基盤 となる。そ こで、 自

己肯定感 を高め るための指導や工夫や指導を多 く

取 り入れ ることが、望ま しい生活習慣 の定着に有
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効 であると考 えた。

また、「早寝す る」の項 目の ように、自己肯定感 が高 くて も望 ま しい生活習慣 の定着があま り

高 くない項 目は、その原因を追究 しそれ に対応す る個別の指導 も必要である。

② 意志決定能力(質 問6目 標やめあてを 自分 で決 めることができます か)と

生活習慣 のクロス集計(グ ラ フ9,10,11)

囮毎日できている 田だいたいできている 〈分析〉「好 き嫌 い しない」× 「放課後遊び」につ

凹あまりできていない 国ほとんどできていない いては
、意志決定が 「できる ・少 しでき る」 と答 え

國
意志決定ができる

少しできる

あまりでき蓼」、

できない

早 寝 す る

0°A20°040°060908090100%

匠 丞]好 き嫌い・ない
0%209640%60%80%10D96

雛志決定ができる

少しで倉る

あまりできない

できない

匠 司 膿後遊び
0%20%40%60%80%100%

2竈 決定ができる

少しできる

あまりでき和い

できなコい

た児童の65%以 上が、「ほとんど ・だいたいできて

い る」 と回答 している。意志決定が 「あま りで きな

い ・できない」 と答えた児童の場合は、55%以 下

だ った。「早寝す る」では、意志決定ができると答 え

た児童の45%以 上が 「できている」 と回答 し、意

志決 定ができない と答 えた児童 では28%以 下だ っ

た。

〈考察〉 どの生活習慣において も、意志決 定能力 で

「で きる ・少 しできる」と回答 した児童 ほ ど、「ほ と

ん どできてい る」 と回答 した児童が多い ことが分か

った。 この ことか ら、意志決定能力 と生活習慣 の間

には関連 が見 られ ることが分かった。

「放課後遊び」 には楽 しさとい う動機付 けが可能

であ り、また 「好 き嫌 い しない」 ことにつ いては努

力 目標が明確で あるため、比較的意志決定 しやすい

項 目と言える。一方、「早寝す る」については、意志

決定を困難 にす る要素 がい くつも存在す ることが予

想 され るため、実践 し、継続 してい くのが困難な項 目で ある と考 えられ る。

望ま しい生活習慣を実践 してい くには、本人の意志決定が欠かせ ない。そこで、正 しい知識

を与えるとともに、意志決定能力 を高める工夫を しなが ら指導に あたる必要がある。

(9)調 査研究のま とめ

調査の結果か ら、 自己肯定感 ・意志決定能力が高い児童 は、望ま しい生活習慣 を身 に付 けて

い ることが分かった。1,2年 の児童 に対 しても簡略化 した質問紙 を用いて同様 の調査 を行 っ

たが、ほぼ同 じ傾向が見 られた。小学校段階では、生活習慣病 を予防す るための基本 とな る望

ま しい生活 を実践 していくことが大切である。 そのためには、従来行われ てきた生活習慣 に関

す る正 しい知識 を身に付 ける学習 と併せ て、 自己肯定感 を育てる とともに、問題解決 能力 を高

めてい くことが必要であると考え られ る。

また、これ らの指導 内容は、体育科保健領域や、特別活動を相互 に関連 させ、発達 段階に応

じた指導法を工夫することで、 より一層児童の実践的理解が深 まる と考えた。
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3実 証授 業1(小 学校 ・低学 年)

特別活動(学 級活 動)に お ける保健 指導

(1)単 元名 第2学 年 特別活動(学 級活動)「 毎 日生 き生き 元気にす ごそ う」

(2)単 元について

① 単元設 定の理由

低学年では、望ま しい生活習慣 を確 立するためには、自 らの意志 のもとに行動 を選択 ・

実行す るこ とが必要である と考 えた。 また調査の結果か ら、 自己を大切にで きる気持 ち

を高 めるこ とが、望ま しい生活習慣 を持続す る力 になる と考 えた。

② 単元のね らい

生活習慣 と健康 との関連にっいて の基礎的知識 を身に付ける とともに、 自己肯定感や

問題解決能力 を高めることで、望ま しい生活習慣 を継続 してい く力を養 う。

③ 単元の工夫

1自己肯定感 を高 める1学 習の中で、友達や保護者 な ど人 とのかかわ りを多 くもてるよ うに

し、自分の意見が認 められ た り、他 の人との意見の違 いを感 じられ る場を設定 した。 ま

た、小 さな 目標を立て られ るよ うに し、それ を達成する喜び を味わ うよ うにした。

匡 しい知織を身に付 ける1紙 芝居 な どを見て客観的に生活を振 り返 るよ うに した。 また、

学習の内容や経過が分かるよ うに、毎時間学習 カー ドを使用す るよ うに した。

Ipl題解決能 力を高め る1問 題解決 の手順 を学習 の中に取 り入れ 、意欲 を持続するために、

グループ活動や保護者 のかかわ りを取 り入れ た。また、 自己の目標 を掲示 し、継続的に

振 り返 りがで きるよ うに した。

(3)単 元指導計画(特 別活動:学 級活動)

((びょんたの生活》

・ぴょんたの生活について考え、自分の生活の 「楽 しさ度」 を
振 り返 り、ぴ ょんたの生活 を改善するた めにどうした らよいか、

考える、

¥1ぴょんたの元気を取 り戻そ う1》

・楽 しく過 ごすためには、元気でいること。 特に食事 、運動 、
睡眠、心の安定が大切であ ることを理解す る。

((元気いっぱい作戦会)?

・元気 でい るために どうすれば よいか にっいて 自分たちでできそ

うなことを話 し合い、食事 、運動、睡眠はそれぞれ関連 があるこ

とに気付 く。
・グループで実践する計画 をたて実践 し、体調 をチ ェックする.

((元気 にす ごそ う!i>

・生活習慣が体調 と大きくかかわってい ることを理解 し、今後の
自分の 目標をたてる。

・体調 と楽 しさ(気 持ち ・心)と が、かかわ りのあることに気付 く
ことがで きるようにする。
・自分の生活の楽 しさ度 を振 り返 る学習の中で、友達 とのかかわ り

を もつ。

(正 しい知識、自己肯定感)

・楽 しい(充 契 した)生 活を送 り、将来の健康 を保っには規則正

しい生活が大切であることに気付 くことができるよ うにする。

(正 しい知鐡、自己肯定感)

・お互 いの意見を認め合 い、また他の人 との意見の違 いを感 じられ

るよ うにする。
・目標設定のための手順 を理解で きるようにす る。
・規則正 しい生活には、いろいろな習慣 が関連 していることに気付
くことができ るよ うにす る。

(自己肯定感、意志決定能力の向上、正 しい知識)

・新 たな自分の 目標 を設 定できるようにする。
・生活習慣 と心 と体は、関連 があ ることを実感できるようにする0

(意志決定能力の向上、正 しい知臓)

(4)本 時 の学習活動

① 本時のね らい(4時 間扱 いの1時 間 目)

ゲームの体験や紙芝居 「ぴ ょんたの一 日」を見て、ぴ ょんたの生活 を振 り返 り考 える

ことで、毎 日の生き生き した生活には心や体の健康がかかわっていることに気付 く。

② 本時にお ける工夫

ア 紙芝居 ・パネル シアター等 を見る ことで、よ り興味をもって考えるように した。

イ 「心 ・気持 ち」を 「楽 しさ」で表 し、「体調」 と 「心」 がかかわっていることを理解
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でき るよ うに した。

③ 本時 の展開(T1:担 任 T2:養 護教諭)

時間

5分

25

分

ω
分

5分

段階

つ
か
む

取

り
組
む

ま

と
め

学習 内 容 ・活 動

「き りん ・き の こゲー ム 」 をす る。

(2人 組 で き りん 、 きの こ に分 か れ 、 対 面す

る。 間隔 を あ け 、手 を挟 み あ うよ うに 準備 す

る。 指 名 され た もの が 相 手 の手 を挟 み 、 も う
一人 は挟 ま れ な い よ うに逃 げ る ゲー ム)

教師の支援 ★:評 価

T2・ 気 持 ち を リラ ッ クス させ る と同 時 に どん な と

ころ が楽 しか っ た の か 考 え る こ とが で き る よ

うにす る。

T1>T2・ ゲー ムに 積 極 的 に参 加 で きて い な い児

童 へ の 支援 。

T1・ 本 時 の学 習 につ い て 見 通 しを もつ こ とが で き

る よ うにす る。

「ぴ ょん た の一 日」 の紙 芝居 を見 て 考 え よ う

「ぴ ょん た の 一 目」 を 見 て 、 それ ぞれ の 場 面

を 主 人 公 の 気 持 ち に な っ て 、 楽 しい か 、 楽 し

くな い か を考 え る。

0馨 圏

野ざ畢
禽

舞

聾
自分 の 生活 の 「楽 しさ度 」 にっ い て考 え る。
・学 習 カー ドに シー ル を 貼 り、 「楽 しさ度 」

をチ ェ ックす る。

(グル ー プ で助 け合 って 作 業す る。)

T1・ なぜ そ う思 っ た のか も考 え る こ とが で き る よ

うにす る。
・紙 芝 居 の場 面 を掲 示 し、 楽 しいか楽 し くな い

か を表 示す る。

T2・ 楽 しさの 変化 を ぴ ょん た の パネ ル シ ア タ ー で

表 現 し、 興 味 ・関心 を高 め る。
・楽 しさが 心や 体 の健 康 に関係 が あ る こ とに 気

付 くよ うにす る。

☆ ぴ ょん たの 生 活 を振 り返 り発 言 す る こ とが で き

た か。

★ 生 き生 き した 生 活 に 「心」 と 「体 」 の健 康 が か か

わ って い る こ とに 気 付 くこ とが で きたか 。

T1・ 学 習カ ー ドに貼 るシー ル の 色 と数 で 「楽 しさ

度 」 を判 定す る こ とを知 らせ る。

T2・ 自分の 体 調 と楽 しさ度 を振 り返 っ て考 え られ

る よ うに学 習 カ ー ド1を 配 布す る。

(T1・T2助 言)

★ 自分 の 生活 につ い て 振 り返 る こ とが で き た か。

☆ グル ー プ で協 力 しな が らカ ー ドを作 成 で き た か。

ぴょんたを元気にしてあげよう!お うちの人と話 し合ってこよう

ぴ ょん た を元気 にす る こ とへ の意 欲 を もつ 。

学習 カー ドの記 入 につ い て 理解 す る。

T1・ 学 習 カー ド2を 配布 。 説 明 す る。

(保 護 者 向 け に イ ン タ ビ ュー の 目的 や 回 答 に つ い て

のお 願 い の文 書 を配 布 して お く。)

(5)低 学年の授業 よ り(単 元を通 して)

1年 生では単元名 「も りもり、のびのび、す くす く大作戦」 を4時 間扱いで実施 した。各

時間ごとにキ ャラクター を登場 させ て、教材 を工夫 し、人 とのかかわ りをもてるゲー ムや活

動 を中心 に行 った。児童は楽 しく学習す るとともに、「次の時間 は何が出て くるの」 「何をや

るの」 とい う、次時への興味 ・関心 も広がった0ま た、単元名 も児童 が理解 していた。1年

生 にとって は、テ ィーム ・ティーチングも新鮮だ った ようで、学習への意欲につながった。

2年 生で は、児童の考 えた様 々な問題解決の方法を黒板 にま とめて掲示 したこ とでrす ご

い。た くさんある。」と自分たちの活動の満足感 を得 ることがで き、問題解決方法 が多 くある

こ とや生活 リズムにかかわ る習慣が互い に関連 してい るこ との理解 も容易 となった。 その こ

とが、自分た ちの具体的 目標 を考える際の支援 とな り、「走 ること(目 標)が 大変 だったけれ

ど、お うちの人 とやった」「た くさんの友達 といっぱい遊ぶ よ うになった」な ど目標 に向かっ

て努力す る姿 がみ られた。保護者 とのかかわ りを学習の中に取 り入れ たことで、家庭で も生

活習慣 につ いて話題にす ることが増 え、児童だけでな く家庭での問題意識 も高まった。
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(6)実 証授業 の成果 と課題(低 学年)

① 成果

ア 生活 の様子 を 「楽 しさ」で表す ことで、自分の体験や考 えの もとに、心や体 に 目を

向けて考 えることができた。

イ 教材 を工夫するこ とで、興味 ・関心を高め、児童が意欲的 に学習す ることができた。

また、授業 の展開に も有効であった。

ウ ティーム ・ティーチ ングによ り、個別や グループへの支援 を円滑に行 うことができ

た。 また、担任 と養護教諭 がそれぞれ の専門性 を生かす ことができた。

工 保護者の協力を得 ることで、児童が 自信を もって発 言ができた。

オ ゲームや活動を取 り入れ たこ とで、楽 しみ なが ら体験 的に学習す ることができた。

② 課題

ア グループ活動を取 り入れたが、低学年では言語や作業速度に個人差 が大 きく、児童

の発達段階 と特性 を考 えて取 り組みの工夫 を考 える必要が ある。

イ 単元 にとどま らず 、学習の さま ざまな場面や 日常生活 において継続的 に指導 を して

い く必要がある。

ウ 低学年の児童が気付 きやす くなるように、心 と体のかかわ りについての手だてを さ

らに工夫 してい く必要がある。

エ ティーム ・テ ィーチ ングに よる指導計画や教材 をよ り工夫す る必要 があ る。

4実 証授 業 皿(小 学校a中 学年)

体育(保 健領域)・ 道徳 ・特別 活動 を関連 させた 保健 指 導

(1)単 元名 第3学 年 「健康 な生活 をお くろう」

(2)単 元 について

① 単元設定の理 由

望 ま しい生活習慣 を早 くか ら身に付 け継続 してい くことについて中学年 は、低学年 に

比べ る とよ り自らの意志 の もとに、行動選択 し、 目標設 定 し、実践 してい くことが可能

である。実態調査 の結果か ら、心の状態が よい と生活行動 もよい ことが分か り、 自己肯

定感や人 とのかかわ りを育ててい きなが ら生活習慣 を改善 していくことが効果的である

と考えた。そ こで友達や保護者 な どとのかかわ りをもて るよ うな工夫や グルー プに よる

話 し合い等を取 り入れた単元構成 とした。

② 単元のね らい

健康 と生活習慣 との関連について知識 を身 に付 ける とともに、 自己肯定感や問題解決

能力を高めるこ とで、望ま しい生活習慣 を実践 してい く力 を養 う。

③ 単元の工夫

1自己肯定感を高め る1意 欲 を持 続す るこ とができるよ うにペ アの児童 と励ま し合 った り、

学習の中で友達や保護者 な どか ら温かい心の交流 を多 くもった りす ることがで きるよ う

に した。また 自分の意 見が認 め られ た り、他の人 との意見 を参考に した りでき る場 を多

く設定 した。 さらに人 生の先輩か ら話 を聞き、生涯を通 じて健康な生活 を送 る意欲 をも

てるよ うに した。
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匡 しい知識を身に付ける1健 康と生活習慣の関連にっいて体験的な活動を通 して実感でき

るよ うに工夫 した教材で、知識 を身 に付けるよ うに し、 さらにコンピュー タを活用 した

教材 を作成 し、客観的 に生活を振 り返 ることができるよ うに した。 また、学習内容や経

過が分かるように毎時間、 ワークシー トを使用す るよ うに した。

1問題解決能力 を高める1問 題解決の手順(課 題 をっかむ、解決の方法を考え る、方法を選

択す る、意志決定、 目標設定、実践、振 り返 り、新たな課題 をっかむ)を 活動 の中に取

り入れ た。そ して達成で きる具体的な 目標 を立 て、実践 できた ことへの達成感や満足感

を得 られ るように した。

(3)単 元指導計画

時 学習内容 ・活動内容 主題 とのかかわり

1

道 徳 《かけが え のない宝物 》
・保護者 か ら愛情 あふれ たメ ッセ ー ジを

読 み 、その返 事 を書 く。

・保護 者か らの愛情 あふれ た メ ッセー ジを受 け取 るこ とに よ り、 あ り

の ままの 自分 を受容 され る喜 び を もて る よ うにす る。

(自己肯定感 、人 とのかか わ り)

2

保健 《わた した ちの生活 とけん こ う》
・健 康 につ いて のイ メー ジや 毎 日の生 活

の仕 方 につ いて考 え、食事 ・運動 ・睡 眠

な ど毎 日の生 活 の仕方は 、健康 と深 く関

係 してい るこ とを理解 す る。
・コンピ ュー タ ソフ ト 「生 活チ ェ ックマ

シー ン」 で 自分 の生 活習慣 を見 直す。

・毎 日の生活 の仕 方 と健 康 は、 深 く関係 してい る ことを理解 す る こと

がで き るよ うにす る。
・普段 の 自分 の生活 を振 り返 り、生活習慣 を見 直す こ とが で きる よ う

にす る。

(正 しい知識)

3

保 健 《リズ ムの ある生活 を送 ろ う》

・ヒガシ くんの一 日につ いて考 え、食

事 ・運 動 ・睡 眠 の調 和の とれ た生 活 を送

る ことが大切 で ある事 を理 解す る。

・健康 な心 と体 をつ くるた めに は、食事 ・運動 ・睡眠 の調 和の とれた

生活が 大 切で ある こ とを理解す るこ とがで きるよ うにす る。
・生活 習慣 と病気 に は関連が あ るこ とを理 解す る ことがで き る よ うに

す る。

(正 しい知識)

4

本

時

学級 活動

《生活 習慣 チ ャ レンジ 目標 を 立て よ う》
・食 事 ・運動 ・睡眠 の改善 策 を考 え、 問

題解 決 の手順 に沿 って 目標 を立 て、友 達

や保 護者 の励 ま しを受 け なが ら実践す

る。

・コン ピュー タ ソフ ト 「生活 チ ェ ックマシー ン」の結 果 を もとに 自分

の生活 を見直 し、改善 して い く目標 を 立て るこ とがで き るよ うにす

㌔ 分で立てた,標 を実践しようとす。鰍 を高め。.
(意志 決定能力 の向上 、 目標設 定能 力 の向上 、人 との かか わ り)

5

学級活動
《生活習慣チャレンジ発表会をしよう}}

・取り組みの結果を発表し合い、達成感
や成功の秘訣を共有する。

・目標 達成の ための方法 や工 夫 の仕 方 な ど大切 な ことに気付 く ことが

で きる よ うにす る。
・取 り組 みを振 り返 り、次 に生 かす こ とがで き るよ うにす る。

(目標設 定能 力の向上 、人 との かかわ り)

6

学級活動 《将来に向けて》
・地域の方の話を聞いて生涯を通じて健

康な生活を送る意欲をもっ。
・健康を保持増進するために、個人や家
庭の努力のみならず、学校でも様々な保
健活動が行われていることを理解する。

・地域 で活躍 してい る高 齢者 の話 を聞 いて、現在 の健康 を考 え るだけ

でな く、大人 になって も心 と体 の健 康 を保持増進 し続 け よ うとす る前

向 きな気 持ち をもつ こ とがで き るよ うにす る。
・健康 を保持 増進 す るために

、個 人や家 庭の努 力だけ でな く、学校 で

も様々 な保健 活動 が行 われて い るこ とが わか るよ うにす る。

(意志決 定能 力 の向上 、正 しい知識)

(4)本 時の学習指導

① 本時のね らい(6時 間扱 いの4時 間 目)

コンピュー タソフ ト 「生活チ ェ ックマシー ン」の

結果 を もとに自分の生活を見直 し、改善 してい く目

標 を立てることができるよ うにす る。 自分で立てた

目標 を実践 しよ うとす る意欲 を高める。

② 本 時にお ける工夫

一人 で考 え
、・取 り組 むのではな く、
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デアを出 し合 った り、ペア をつ くり励 まし合 った りしな が ら、実践 に向けて取 り組んで

い こ うとす る意欲 を高 めることがで きるよ うに した。

③ 本時の展開(T1:担 任T2=養 護教諭)

時
間

段

つ
か

む

5

分

取

り

組

む

30

分

ま

と

め

る

10

分

活動内容

○本時 の学習 内容 を知 る。

教師 の支援 ★:評 価

T2・ 本 時の学習内容 を鋭明す る。

コン ピュー タで行 った 生活チ ェ ックの、得点の一番 低かっ

た項 目で活動の グルー プ分けを してお く。

自分の生活チ ャ レンジ 目標 を立てよ う

○自分 の取 り組む項 目の課題 を グループでブ レイ ン

ス トー ミングをす る。

「食事 やおや つを食 べ過 ぎない よ うにす るた めに ど

うした らよいか」

「運 動するために どうした らよいか」

「早 く寝る ・早 くおき るために ど うしたらよいか」

○他のグル ープの人に も見て もらい、意見 があ ったら

追加 する。

TlT2・ ブ レイ ンス トー ミングのや り方の確認 と準備

をす る。

食事 、運 動、睡眠の改善策 を考 えよ う

○改善策を参考に して、毎 日、 自分が少 し努力すれ

ば達成できそ うな具体的な 目標 を立て る。

Oワ ー クシー トに書 く。

(助言例)

・毎 日でき る

ピーマ ンを食べ る→野菜を食べ る

晴れた 日は外遊び をす る→雨の 日は～す る

・具体的にす る

早 くね る→9時30分 にね る

よ くかむ→ 口の中に物がな くなるまでかむ

・数字 で示す

なわとび を100回 跳ぶ

○ グルー プの中でペ アをつ くる。

○ワークシー トの書き方 を確認す る。

○今 後の予 定を確 認す る。

T1・ 発言 され た意 見 を整理 し、食事、運動 、睡眠の改善

策 を参考 に して、実現可能な具体的な目標 を立て る
こ とができる よう助言するD

TlT2・ 机間指 導、助言す る。

・改善 策は長 所、短所 を考えて実現可能な もの を選
ぶ。

・助言 例を出す。

・目標 は掲示 す る。

☆ 自分 に適 した目標 を立てている

Tユ ・ペ アの友達 と励 ま しあって続 けることを確認す る。

・感 想…前 日の成果 を◎○△や数字で表 し、体調や

感 じた ことを書 く。

・励 ま しの言葉…続 けた くなるよ うに相手の ことを

考 えて書 く。

・ユ週間 ごとに見直 しをす る。

(5)中 学年の授業 より(単 元 を通 して)

① 保健学習の知識 を生か してグループで改善策 を考え、その中か ら実現できるものを選

択 し、よ り具体的 目標 を立てる とい う一連の活動は、初 めは大変に感 じられたが、慣れ

て くる と 「ふっきん5回 」→ 「ふ っきん10回 、 うで立 て10回 」→ 「ふっきん15回 、

うで立て15回 」 と自分な りに達成で きる 目標 を、適切 に立てることができるよ うにな

った。

② 毎 日カー ドに書 くことで成果 を実感するこ とがで き、友達や家庭の人 が励 ま した り、

一緒に行 って くれ た りす ることで
、実践 を継続 す ることができた。「カー ドが終わっても

ぼ く続けてい くよ」 とい う感想 も聞かれた。

③ 保護者へ のお便 りや懇談会で、経過 を知 らせ た りカー ドや手紙 を書いてもらった りす

るな ど連携 を密に した ので、家庭 で も献立やおやつ を考 え工夫す る、運動や就寝時刻 に

声 をか ける等、保護者 の意識 も高まった。
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(6)実 証授業の成果 と課題(中 学年)

① 成果

ア コン ピュータ ソフ ト「生活チェ ックマシーン」

を作成 し、 日頃の生活を振 り返 ったことで、児

童は生活習慣 の 自分の課題 を明確にす ることが

で きた。 また、児童が観 点をもって、話 し合い

をす るこ とに役立 った。

イ 自己肯定感 を高め る活動 を行 った ことで学習

や 活動の意欲 を高め ることがで きた。また、チ

ヤ レンジ計画を実行す る時に、ペアの友達 と励ま し合 うこ とで、意欲 の持続 が促 され、

計画の修正に も役立 った。

ウ 日常に必要な糖分の量な ど、掲示等で普段知識 としては分か っていることで も、 あ

らためて体験的な活動 をする ことで、よ り実感す ることができた。

工 体育科や道徳 の時間 との関連 を図 り、心 と体の両面か ら考 えた特別活動の指導計画

を作成 したことで、体育 ・保健領域の学習で得た知識 をよ り効果的に進め ることがで

きた。

② 課題

ア 多様 な情報の中か ら生活習慣 に関する正 しい情報 を選択できる教材 を開発 してい く

必要が ある。

イ 地域や保護者 の協力が必要なので、人材 に関す る情報 を得 る必要がある。

ウ 生活習慣 を改善 してい くためには個々の生活状況が 関連 しているので、保護者の協

力等、多様 な実態 に対応で きる個別指導 を工夫す る必要があ る。

5実 証授 業 皿(小 学校 ・高学 年)

体 育(保 健 領域)・ 特別 活動 を関連 させ た保健指 導

(1)単 元名 第5学 年 「生活習慣病 と健康」

(2)単 元 について

① 単元設定の理 由

自己肯定感 を高め、人 とのかかわ り方 を学んでい くこ とが望ま しい生活習慣 の継続

に必要 であると考えた。正 しい知識 を身に付 けることと自分 の課題 を把握 し、解決 して

い く方法 を探 るこ とが意欲付 けとな り、生活習慣の改善 に効果的ではないか と考えた。

② 単元のね らい

望ま しい生活習慣 の柱 を食事、運動、睡眠 ととらえ、望 ま しい生活習慣 の知識 を身

に付 け、 自分の生活習慣 を振 り返 り、改善 してい くために問題解決能力を育て るととも

に、 自己肯定感 を高める ことで実践 してい く力 を養 う。

③ 単元の工夫

i自己肯定感を高め る1保 健指導 と体育 ・保健領域の学 習を関連 させ て行 うことで、友達 と

のかかわ りを深 め、お互い に認 め合 う場を多 く設 定 した。
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匡 しい知識 を身に付 ける1具 体的な資料 を提示 した り、体験 を取 り入れた学習を行 った り

す る こ とで、 正 しい知 識 を よ り分 か りや す く した。

1問題解決能力を高める1問 題解決の手順をそれぞれの学習活動の中に取り入れた。特別活

動が課題把握のきっか けや次の課題づ くりとなるよ うに した。

(3)単 元指導計画

時1学 習内容 ・活動内容1主 題とのかかわり

1

保健 《心の発達》心は感清、社会性、思考力などの働
きがあり、いろいろな生活経験を通して年齢とともに

発達する。

心は様々な経験を通して年齢とともに発達することを

理解する。

(正しい知識)

2

保健 《人とのかかわり》人とうまくっきあっていくた
めには相手を理解 しながら自分の気持ちを伝えること
が大切であることを知る。

自分の感情をコン トロール したり、相手を理解 しなが

ら自分の気持ちを伝えることの大切さを理解する。
(正しい知識)

3

学級活動 《睡眠のヒミツ》十分な睡眠が疲労回復、健
康の保持増進に必要であることに気付き、自分で実践
できることを考える。

睡眠の役割、睡眠のリズム、体と心の関係について理

解する。
(正しい知識)(目 標設定能力の向上)

4
保健 《心と体のつながり》心と体は互いに深く影響し
合っていることを理解する。

心と体は互いに影響しあっていることを理解する。

(正しい知識)

5

学級活動 《食生活の改善》一日の食事の量と栄養バラ
ンスについて自分の食生活を振り返り、課題を考え

る。

一日の食事の量と栄養バランスが健康な生活を送るた

めに必要であることを理解する。

(正しい知識)(目 標設定能力の向上)

6

学級活動 《はあはあ ドキ ドキ体動かしてる?》 体の成

長のために、適度な運動が必要であることを知る。自
分の生活を振 り返 り、健康な生活を送るためにどんな

運動が必要か考える。

体の成長と健康な生活を送るために適度な運動が必要
であることを理解する。

(正しい知識)(目 標設定能力の向上)

7

保健 《不安や悩みをかかえたとき》不安や悩みは誰も
が経験することであり、いろいろな対処方法があるこ

とを知る。

不安や悩みの対処にはいろいろな方法があり、自分に
あった方法で対処できることを理解する。

(正しい知識)(意 志決定能力の向上)

(4)本 時の学習指導 「食生活 の改 善」

① 本時のね らい(7時 間扱 いの5時 間 目)

ア ー 日の食事の量 と栄養 バ ランスが健康な生活 を送 るために必要であることを知 る。

イ 自分の食生活を振 り返 り、 よりよい食生活を送 るた めの改善点に気付 く。

② 本時 における工夫

ア 給食で食べた量を実際に一品 ごとに測 ることで、 自分の課題 を見付 けやす くした。

イ 給 食 の 基 準 量 、 一 日 の 必 要 量 を 実 感 で き る よ うに 実 物 を提 示 した 。

③ 本時の展開(T1:養 護教諭T2:学 校栄養職員T3;担 任)

*給 食の時間に自分 の食べた量を一品 ごとに測 り、ワー クシー トに記入 してお く。

給食の基準量と材料を知り、自分の食べ
た量 と比べて気付いたことをワークシー
トに記入する。

気付いたことを発表する。

T2,.一 の 子 … 谷 に つ い て

で き る よ うに す る 。

食べた物が体の中で どのように使われてT2:給 食の献立表や栄養素の表を使って説明す
いるかを知る。 る。
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・一 日の食事の栄養バランスの必要

性について知る。

一 日の食生活について振 り返 り、気付い

たことを発表する。

おやつの取 り方を知る。

・穀類、肉、野菜の一 日の必要 量を実際に見せる
ことで、普段の食事の量や栄養バランスを考え

させる。

T1:朝 食や夕食の量と栄養バランスに付いて考

えさせる。

T1:一 日に必要 なエネルギー量 とスナ ック菓子

や清涼飲料水などのエネルギー量を提示 し、

おやつの適量を えさせる
T1:食 事の量や栄養バランスの改善 と、生活 リ

ズムや運動の関係について助言する。今後

のよりよい食生活への意欲付けをす る。

T3:発 表の内容を板書する。

★食事の量だけでな く、栄養バランスが大切である

ことを理解 したか。

★自分の食生活を振 り返 り、課題を見付けることが

できたか

(5)高 学年の授業 より(単 元を通 して)

一 日分や一食分の基準量を提示す ると 「肉ってあれだ

け」「野菜 はあんな量 を食べ るの」とい う驚 きの声が あが

った。その後の給食 の時間では、 自分の食べ る量を意識

す るよ うになった。家庭で も食生活の改善を しようとす

る声 も聞 こえた。その他に も、睡眠や運動の指導を通 し

て、「運動 を して ぐっす り眠ろ う」 「雨の 日は、おかわ り

の量 を減 らそ う」「早 く寝て朝 ごはん をきちん と食べ よ う」な ど、食事、運動、睡眠のつなが

りに気付いた。 また、それぞれの授業のなかで、友達 とか かわる場面を多 く取 り入れた。 そ

の結果、友達に認 め られ 、 自分の よさを発見 し、友達 と助言 し合 うことで意欲が高 ま り、望

ま しい生活習慣 を 目指 して、新たな課題 に取 り組む姿が見 られ た。

(6)実 証授業の成果 と課題(高 学年)

① 成果

ア 自己肯定感 を高め る活動 を行い、友達 同士で助言 し合 うことで、相手に応 じた励 ま

しがで きるよ うになった。

イ 自分の実践を発表 し合 った り、助言 し合 った りす るな ど友達 とのかかわ りを意識 し

た授業展開を した ことで、継続 していく励 み となった。

ウ 食事 、運動 、睡眠の一つ一つを取 りあげて指導 した ことによ り、三つの重要性 に気

付 くことができた。

工 教材 を工夫 した り、体験 を取 り入れた活動 を行 った りした ことで、 自分 の生活 を振

り返 り、知識 の定着につながった。

オ 担任 と養護教諭や学校栄養職員 とのテ ィーム ・テ ィーチ ングにより個別の支援がで

き、それぞれの専門性 を生か して行 うことができた。
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② 課題

ア 自己肯定感 をよ り高めるた めに、手法を工夫 してい く必要がある。

イ 実践を継続 してい くた めには、友 達同士で助言 した り、励ま し合 う活動 を設 定 して

いく必要がある。

ウ 望ま しい生活習慣 を継続 してい くためには、家庭 の協力 が必要 であ り、個々の家庭

へ啓発 してい く工夫が必要 である。

VI研 究の成果と今後の課題

1研 究 の成 果

(1)心 の状態に関す ることと生活習慣 にっ いて調査研究 を した ことで、 この二つには関

連があることが分かった。

(2)低 ・中 ・高学年の発達 に応 じての教材 を工夫 した ことで、 自分の生活習慣が振 り返

りやす くなった。

(3)体 験的な活動を取 り入れ ることで、普段意識 してい なか った 日常生活 の食事 、運動、

睡眠の重要性 とその関連 に気付 くことがで きた。

(4)特 別活動や 体育等 と関連 して行 ったこ とで、生活習慣 を振 り返 り、 自己肯定感 を高

める指導 を組み入れた指導 展開がで き、 自己肯定感の向上 と望ま しい生活習慣の実践

につながった。

(5)課 題 をつかむこ とか ら課題 を解決するための方法 を考 え、 目標 を設 定 し、実践 し、

振 り返 るとい う学習展開が、生活習慣の改善の意欲付 け とその継続につ ながった。

(6)発 達段階 に応 じて低 ・中 ・高学年 ごとに計画を立 て実践 した ことに より、小学校の

中で生活習慣 病予防の実践につなが る授業の見通 しがついた。

(7)担 任 とともに養護教諭や学校栄養職員、ゲス トテ ィーチャー を授業 の中に活用す る

ことにより、児童が専門性の高い知識を得て、課題解決 の見通 しを立てる助け となっ

た。

2今 後の課題

(1)望 ま しい生活習慣 を継続 してい くためには、単元学習だけでな く日常の生活の中で

振 り返 った り、励ま し合 った りす る時間や場 を設定す る必要 がある。

(2)実 態 に応 じて、すべ ての教育活動 の中で各教科や領域 な どを見通 して学習計画 を立

ててい く必要が ある。

(3)地 域や保護者、専門的研究者の協力 によ り、効果的な学習活動の展開 を図ってい く

必要がある。

(4)評 価 の方法や観点については、これ か らさらに研究 してい く必要がある。

一18一



第2章 中学校分科会

1研 究主題

生徒が自らを知 り、健康を保持増進できる実践力を養 う指導の工夫

皿 主題設定の理 由

生涯を通 して健康な生活を送 るためにはライフステージに即 した望ましい生活習慣の確立

や生活行動を実践することが大切であ り、特に学齢期における健康教育が大変重要 とされてい

る。

中学生は、生涯の中でも、生命力にあふれ、活発に活動する時期であるが、将来に向けて生

活習慣病や他の疾病の予防を意識 した生活を過ごしていない現状にある。

そこで、自我の現れや生活習慣の確立 しっつあるこの時期に、 自ら課題を見付け課題解決、

行動選択するなどの実践力をはぐくむ必要がある。

中学校分科会では、生徒が将来の 自分を想像 し、現在の生活習慣を見つめ、「将来なりたい自

分」になるためには、食事 ・運動 ・睡眠等の指導を通 して生活習慣病を予防するな ど健康的な

生活習慣 を身に付け、実践す ることにより、生涯を通 じて健康な生活を送ることができると考

え、本主題を設定した。

皿 研 究のね らい

1生 徒の生活の実態を明らかにす る。

2生 徒が病気を予防 し、健康を保持増進できる実践力を養 う保健指導を工夫する。

IV研 究の方法

1「 生活習慣」にっいての実態調査および「運動量と生活 リズム」の関連にっいて、分析 ・考

察す る。

2生 活習慣病の予防を通 して、生徒が未来の自分 を想像 し、将来な りたい自分になるために、

望ま しい生活習慣を身に付け実践するカが育っよう、個々のニーズに対応 した指導を工夫

する。

V研 究の内容

1研 究の視点

将来像の 健康の

イメー ジ 保持

影 ・ 見 袴i勢∴'

聯 購

望ましい生活習慣

口 鰍 膨

体験を通 した

意欲 ・態度の向上

生
涯
を
通
じ
た
健
康
な
生
活

～

実
践
力

～
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2調 査研究

(1)目 的:生 徒の生活習慣 ・ス トレス ・運動 に対す る意識 を明 らかにす る。

(2)方 法:質 問紙法 による。

(3)対 象:本 分科会の研究員所属校の生徒

1年 2年 3年 合計(人)

人数 321 350 350 996

(4)実 施時期:平 成14年7月15日 ～19日

(5)調 査仮説:イ ライラ感や悩みが少な く、1週 間の運動回数が多い生徒は、生活習慣が整 っ

ている。

(6)調 査の分析及び考察

① 生活習慣 に関す る質問について

(分析〉午前0時 以降に就寝 してい る割合は、2

年 が38%と 最 も多 く、 ユ年 が24%、 全体で
1年

口7時間以上 は30%で あった。
2年07時 間未満

睡眠時間で7時 間未満 の生徒の割合は、2年3年

が45%と 最 も多 く、全体では37%で ある。

食事 を1日3回 規則的に食べ る生徒の割合 は、

1年 が18%、2年16%、3年19%と 学年

の差はほ とん どない。排便 の時間が不規則な生

徒の割合 は、2年 が48%と 最 も多 く、1年 と

3年 の差はな く全体 で37%で ある。

〈考察〉生活習慣 に関す る調査 で、各学年 とも就

寝の時間が午前0時 以降、睡眠時間が7時 間未

満の割合 、排便の時間が不規則である割合が高

く、特に2年 においてどの項 目も、他学年 を上

回ってい るのは、2年 は1年 よ り体力がっ くこ

とや、受験 まで期間があ り、深夜まで自分 の時

間が もて るなどの理由から不規則な生活にな り

やすいので はないか と考 えられ る。

1日3食 規則正 しく食べているかの質問に対 しては、全学年 とも他 の項 目に比べ、不

規則な割合が低 く、食に関 しては個人 の意志 よ りも家庭での食生活が影響 しやす いこと

などが考えられ る。

② イライラ感 ×生活習慣の クロス集計

イライラ感あり

イライラ感なし

イライラ感と睡眠

,

………・…………………………1{iiiiiiiiiiiii髪…ll醗
■

……………………………………………・3…………………………;…………・…ii…霧 霧

ロ7時 間 以上

四7時 間未 満

0曳20%40%60%aox100°A

〈分析〉イ ライラ感のない生徒

は、睡眠時間を7時 間以上 とって

いる割合が73%と 高 く、イライ

ラ感が ある生徒は、睡眠時間が7

時間以下の割合 が高い。

また、ユ日3食 規則正 しく食べ
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イライラ感 あり

イライラ感なし

イライラ感と食事回数

_遡 ……… ……i撒

嫉 …;i霧
1画

ロ3食規則的

田不規則

0%20%40%60%80%100%

イライラ感 あり

イライラ感なし

イライラ感と排便 リズム

灘::55:…i …ii…iiiiiii撒撒1

………灘i…ss…ii…i…iii謡iii…

'1
…i撚撒

● ・ ・

ロ 規1」的

e不 現則

0%20%40%80%80%100%

る生徒 で、イライ ラ感な しの割合

は、87%、 規則正 しく食べ ない

生徒13%と 比較 して、差 がでて

いる。

イライラ感がない生徒は、排便

の 時間 が規則 的 であ る割 合 が 高

く、イ ライラ感のある生徒は排便

の時 間 が不規 則 な割 合 がや や 高

い。

〈考察〉睡眠時 間を7時 間以上 と

ってい る生徒 は、7時 間未満 の

生徒 と比較 して、睡眠時間 とイ

ライ ラの相関関係がある。 また、1日3回 規則的な食事の摂 取 とイ ライ ラ感 の相関 があ

ると言 える。排便に関 しては、他の項 目ほど高い割合ではないが、イライ ラ感 との相 関

が見 られた。

唾眠、食事 、排便 の3つ の項 目すべてに、イライ ラ感 との相関が見られたこ とか ら、

中学生 の多 くは、思春期 にあた り、心が不安定にな りやす いこ とか ら、心の健康 もため

に も生活習慣 を身に付けることが大切 であると考える。

③ 悩み×生活習慣のクロス

悩みあり

悩みなし

悩みと睡眠時間

:58…i…i………i…………撚 轍
ii…i箋iiiiiii

i;iiiiiiiiβアiiiiiii iiiiiiiii謹
・ . ■

口7時 間 以上

翅7時 間未満

0%20%40%fiO%80%100%

悩みあり

悩みなし

悩みと食事回数

ii
::i… iアgii …i徽1

iii85ii ………膨
,

ロ3食規則的

⑫不規則

0%20%40%60%80%100%

口規則的

日不規則

〈分析〉悩みのない生徒は、睡

眠時 間を7時 間以上 とってい る

割合 が67%と 高 く、悩 みの あ

る生徒 は、睡眠時間が7時 間未

満の割合が高い。

また、悩みのない生徒で、1日

3食 規則正 しく食べる割合は、

85%、 規則正 しくたべ ない生

徒 は、15%と 差 が見 られ る。

悩みがな い生徒は、排 便 の時

間が規則的 で、悩みの ある生徒

の排 便の時 間が不規則 な割合 が

高い。

〈考察 〉睡眠時間を7時 間以 上 とっ

てい る生徒は、7時 間未満 の生徒

と比較 して、睡眠時間 と悩み の相

関関係が見 られた。また、1日3

回 の規則 的 な食 事の摂 取 と悩 み

の相 関及び、排便時間 と悩み との

相 関も見 られた。
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睡眠、食事、排便の3つ の項 目すべてに、悩み との相 関が見 られた ことか ら、イ ライ

ラ感 の調査 と同様 に心の健康には規則正 しい生活習慣 を身に付 ける必要がある と考 える。

④ 定期的な運動 の回数x生 活習慣のクロス集計

由嚥iぎ 薩1

ii慈;i磐::i騨i… 糞蟹漂 い,、

D7時 未満

口7時 以上

口 不規1」

a3回#RA9的

口排便リズムなし

0排 便リズムあり

〈分析〉ここで述 べている定期的

な運動 とは、体育以外 で、運動部

活動や定期的 な運動(学 外活動 を

含 む)を 週に どれ くらい している

かの ことである。

定期的 な運動 の回数 の質 問で 、

5～7回 ・3～4回 してい る生徒

は、7時 間以上の睡眠を とってい

る割合が高い。 また、定期的 な運

動 の回数 と1日3回 規則的 な食事

の摂取では、運動 回数が多 くなる

に したがい、規則 的な食事 を して

い る生徒の割合 が高い。

〈考察〉睡眠時間を7時 間以上 とっ

てい る生徒は、7時 間未満 の生徒

と比較 して、運動の回数が多い こ

とが分かった。

また、食事 の回数 と運動 の回数

の比較で も運動回数が多いほ うが

1日3食 規則 的 に食事を とってい

ることが分かった。

運動の回数 と排便 の時 間に関 し

て も相 関が見 られた。

睡眠、食事 、排便の3っ の項 目

すべ てに、運動の回数 との相関が

見 られたこ とか ら、運動を機会の多い生徒 は運動量 も確保 され、自ず と規則正 しい生活

習慣 が身に付 く傾 向にあ り、発育 ・発達の著 しい中学生は、運動 を行 う機 会を多 くす る

ことにより、生活習慣が身 に付 くと考える。

⑤ 調査結果のまとめ

調査の結果か ら、イライ ラ感や悩みがない生徒 は、就寝時刻、睡眠時 間、食事、排便等

の生活習慣が身に付いていることが分かった。 また、1週 間の運動回数 が多い生徒は、

生活習慣が身 に付 いていることが分 か りi仮 説 が証 明 された。

これ らのことか ら、生徒 が自らを知 り、健 康を保持増 進するためには、生活習慣 を身

に付 ける必要があ り、特 に1年 の段階から、将来を意識 した生活習慣病 の指導 を行 う必

要がある。 曹
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3実 証授 業(中 学校)

特 別活動(学 級 活動)に お ける生 活習慣 に関す る保健 指導

(1)単 元名 第1学 年 「な りたい 自分になるために、生活習慣 病を予防 しよ う」

(2)単 元について

① 単元設定の理由

中学生が生活習慣病について興味 ・関心をもって学習 できるよ うに 「こんな 自分 に

な りたい」 とい う将来の 目標設定 を動機付けと して、現在 の生活習慣 を見つ め直 し、

個 々の課題 に即 した学習 ができるよ うに工夫 した。 また、実態調査か ら、運動 と生活

習慣 に相関関係 が見 られ たので、課題 に応 じ個別指導 を取 り入れた。

全体指導 と課題別指導 の実践 によ り、生活習慣病を予 防す るたあの実践力 が育成 で

きると考え、単元を設定 した。

② 単元のね らい

ア 生活 習慣病につ いて理解す るとともに、生活習慣 を見直 し、改善す ることに よ り、

病気の予 防ができることを理解する。

イ 健康的な生活習慣の体験的 な活動を通 し、病気の予防に努 めよ うとす る意欲 と態度

を養 う。

ウ 将来の健康は、現在の 自分 の生活習慣が深 く関わ ることを理解 し、健康 的な生活習

慣 を継続す る実践力 を育てる。

(3)単 元指導計画

時 活動内容 主題 とのかかわ り

1

な りたい 自分にな るため

に、生活習慣 病を予防 し

よ う

・ 自分 の将来像 について考 える。
・ 現在 の生活習慣 についての知識 を確認す る。
・ 生活習慣病 にっいて理解す る。

2

・

(

」

自 分 の 生 活 を 見 つ め直

し、課題 を設 定 しよう

・ 現在 の自分の生活習慣 を見直す。
・ 現在 の生活習慣で、続 けてい くこと、改善す るこ と

を見付け、課題 を設 定す る。

(T.T.に よ り、学習活動 の援助 、助言 を行 う。)

インターネ ッ トを活用 し、個 々の課題 について調 べ活動

をす る。

4

2週 間の実践をチ ェ ック

し、心 と身体の変化 をみ

よ う

将 来の自分にメ ッセー ジ

を送 ろう

・ 実践結果か ら、心 と身体 の変化を知 る。
・ これか ら先の健康 の保 持増進 のた めに、生活習 慣 の

確 立が大切である ことを理解す る。

・ 現在の 自分か ら、将来の 自分に手紙 を書 く。
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(4)本 時の学習指導

① 本時のね らい(4時 間扱いの2時 間 目)
「な りたい自分 にな る」 ための生活チェ ックシー トを通 して、 自分の生活習慣 を見直

し、その特徴か ら自己の課題 を見付 け、解決方法 を考 える。

② 本時 にお ける工夫

ア テ ィー ム ・テ ィーチングによ り、ワークシー トの記入や課題 の設 定な ど、学習活動

の援助 ・助言 を行 った。

イ 実践可能な課題が設 定できるように、具体例 を提示 した。

③ 本時の展開(特 別活動:学 級活動)T1:養 護教諭T2:学 級担任

時 段 活動内容 教師の支援 ★:評価

間 階

10 つ 『な りたい自分になるた めに』 Tl将 来設計 を考え るとき、 「健康」であ

分 か 前時の活動内容 を思い出 し、本 時の活 ることの大切 さを確認 し、生活習慣 に

む 動内容を知 る。 ついての知識を確認 す る0

「な りたい 自分 にな る」ための生活チ T1チ ェ ック シー トや レー ダー チ ャー ト

ックシー トを記 入 す る。 の記入 の仕 方を説明す る。

*自 己の生活習慣チ ェックをす る。 T2取 り組み に消極 的な生徒へ声をかけ

*レ ー ダー チ ャー トに記 入 を し、 自己 る

の生活習慣の特徴 を理解す る。 T1,T2自 分 の生活習慣 について深 く考

え、 見 つ め られ る よ うに 、食 事 ・運

30 取 動 ・睡 眠 ・ス トレス の項 目につ い て

り 「な りた い 自分 に な る」 た め に 、生 活 援助 ・助 言 す る。

分 組 習慣 に関す る課題 を考 える。 ★ 自分の生活習慣の特徴を理解すること

む *チ ェ ッ クシ ー トを振 り返 り 「良 い が で きた か 。

と思 うところ」「努力すれば直せ る T1チ コ・ッ ク シ ー トや レ ー ダ ー チ ャ ー ト

とこ ろ」 を整 理 しワー ク シー トに の見方を説 明す る。

記入す る。 T1,T2自 己 の 生活 習 慣 に お いて 、 「良 い

点」「努 力できる点」をま とめ られ る

「な りたい 自分 になる」ための2週 間 よ うに 、 レー ダー チ ャー トを見 なが

の取 り組み課題 を記入す る。 ら個別 に助言す る。

*ワ ー ク シー トの流れ にそ っ て 、課 題 ★ 生活習慣 の特徴か ら、 自己の課題 を見

に対する取り組みを具体的に記入す 付けるこ とができたか。

る 。 Tl実 現可能で具体的な課題の例を提示
・課題設定 し助言す る。
・課題設定の理由 T1・T2取 り組みに消極的 な生徒 へ声 を
・達成のた めの具体的な方法 か け 、助 言 す る。

・予想 され る障害 とその対策 ★ 課題解決 へ向けての取 り組み を考え る

こ とが で きた か。

課題 に対す る取 り組みには、 どんなこ T1課 題への取 り組 みについて説明す る。

とが大切か を考 える。 T12週 間 自己の課題 に対 して積極的 に

10 ま 本時で各 自が決 めた課題 か ら、2週 間 取 り組 め るよ うに、 目常生活 において

分 と の取 り組み を理解す る。 実践可能 な ことを例示 し、意識付けを

め す る。

る ★ 実践力 については、2週 間の取 り組み

を終えた後 、4時 問 目の授業内で記述

を も とに行 う。
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(5)課 題に向 けての実践

① 生活 チェックシー ト

rな明紀い自分に尊る」た肋の生話千エッウシート

年 韻 協 氏名

〈食 事 につ いて1・ ・喰 事 の取 り方〉

はい・いいえにOをつけてください.

はじめ 2辺 間後

はい いいえ はい いいえ

1 おなかいっはいになるぽで食ぺないと気がす霧ない. 言二嚇 華 ・電…"㌔=∫・

2 1日38,践 べている. 藁1醐タ 51聡

3 ゆっくりよく噛んで震べている. "'S,t:i 轄 ・1ゑ/

4 好き疑い8く 何でも食ぺる. {:轡=a 撚露:

5 聞虚い夜食をよくとる. 「騙 「も ∴曳み'二

網秘け内のOの 叡が点救です. 8E† 点 合計 点

〈食亭 についてII… 食事 内容〉

はい。いいえにOをつけてください.

はじめ 2週 間後

はい いいえ はい いいえ

1 スナック累子やインスタント食品が野ε。 �・r".,c ;:..:.r・冷

2 しょっぱいものや濃いめの瞭つけが好き. 鐸 多三萱 戦廓

3 錫げ物や遡を展っ箆斜理をよくspa.
=・qJ.n.
「',.ρ.:' タ緊:

4 毎日、藍楳 を震べる. :ti ボ・;訊ユ

5 溝瀬飲料水(コ ーラψジュース)を 水がわりに依6こ とがある. 壱締郷 嚇姥

網田け丙の0の 救が甫薮です. 合計 点 oe† 点

〈睡 眠 ・排 便に ついて 〉

はい・いいえにOをつけてくたさい.

はじめ 2遡 間後

はい いいえ はい いいえ

1 疲よく娘れな』㌔ または眠りが洩いことがある. .;15犠. でぎ睡

2 日ころの睡展時問は7p聞 以上である. 醒粥 烈磁
3 寝る鋳聞は疲可2時 を逓ぎる. 慨嫡 砿8ン噌〆臣

.y...,

4 毎8.雛 唖がある. 1ミ鰐 ぞ 國弓叫緋

5 展跡をしやすい. 一,wr・"ミ曹 挿'渉・

爾搬け内のOの 数が点識です. 合計 点 合計 点

〈運 動 について 〉

はい。いいえにOをつけてください。

はじめ 2逓 闘後

はい いいえ はい いいえ

1 平8(月 ～盆).体 鷺の艮鍵以外で同らかの還勘をしている. 趣與 尋脳 ・

z 休臥 何らかの運勘をしている.鍍5騨 激

3 体を動mす ことか好8で める。 曝ξ犠
■

号麟
4 汗が訊れるくらいの激しい迎動をよくする. 寒毅霞 樫 竃誓・ 曾■

5 休み隠聞は、外や体胃露で体を動かして題ぶこζが多い. 露油 三 鵬 メ

珊 鼓け内のOの 叡力1点駿です, 合計 点 合8十 点

〈ス トレスにつ いて 〉

はい・いいえ=Oを つけてく尼さい,

はじめ 2逼 間轡

はい いいえ はい いいえ

1 回をしても霞中でaな い. タ膿 層 '赫螺
■

z 殿逝、イライラサることが拶い。 二鍾爺 rL.A

3 人と隔すのがいやになることがある. ㌻澱電 響 ■,亀 辱

守t'rt・

4 一人で解決でさないよう86Amb配 ごとがある. ・鯉= 冠こ.費'
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② 課題設定の流れ

「な5鷹い自分」になるた6ゐの2搬

自分 の 主 活 習 恨 に開 す る課 題

この2適 閏で.eaで 眼り嬉OB題 を夙露09こ冒aま しょう.
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・チェックシー トで 自己の生活習慣を確

認 し、その特徴を理解する。

・自己の生活習慣について、よいところ、

改善の必要なところを考える4

・い くつかの課題を踏まえて、2週 間の

取 り組みについて課題 を決める。

・課題 は具体的に記入す ることを指示 し
、

その例 をいくつか挙げて、取 り組み課題

のイメージがつかめるように助言する。

・課題 設定の理由を分か りやす く記入す

る4

・課題 達成のために必要 と思われる手順

や予想 され る障害をい くっか挙げて、課

題が達成 しやすいように考える。
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《授 業の様子》
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③2週 間の実践記録

ア 「な りたい 自分」 になるための2週 間

月日 躍 課題への取り網み 気がついたこと'躰 罵 ころ9変鮎11
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さ あ2週 間 の 取 り 組 み の 成 果 は ど うで し た か?

取 り組 み実践での成果は、下記 に示す。

《実践 中》

・ 実践記録 を毎 日付 け るこ とに よ り
、 日々の 目標 についての取 り組みを再確認 させ るこ と

ができた.

《実践後》

・ 取 り組み前 に 自覚 して いた体調不 良の項 目の数が、取 り組み後 、全体的に減 ってい るこ

とが分か った。

・ レーダーチ ャー トにお ける形 の変化 をみ ると、取 り組み を した領域だけでな く、他の領

域 にも変化が現れ 、 よ り理想 の形 に近づいてい る生徒が多か った。

・2週 間の実践 を終 えた時点で、生活習慣や体調 に変化がみ られた生徒が50%い た。

・ 今後 も実践 し続 けて いきたい と、意欲的に考えている生徒 が73.1%で あった[・

・2週 間 とい う短い期間 では あったが、 自分の生活 習慣 におけ る課題 を見っ け、積極 的に

取 り組む生徒が多か った。 目標 を もち毎 日少 しず っ努 力す るこ との大切 さに気づ き、健

康的な生活 を送るための意識付 けになった6
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イ 運動 を課題 とした取 り組みの実践例

「な りたい 自分」になるための2週 間の実践 として"運 動"を 課題 として選択 した生徒の

一教材 と して ビデオ を作成 した。運動を課題 とした生徒 は、体 を動 かすことが苦手で、体育

の授業以外 にはほとん ど体 を動か していない生徒が多かった。 そ こで、 ビデオを見なが らリ

ズムにのって体 を動かす ことによ り、楽 しか った と感 じ、今後の運動実践の きっか けとなる

教材 を 目指 した。

実践内容は生徒が 自由に考 えることと し、研究員 が作成 した ビデオ以外では、腹筋、背筋

な どの筋力 トレーニ ング、 ウオー キング、犬の散歩、 自転車登校か ら徒歩登校 に変更、エ レ

ベ ーターか ら階段利 用に変更な どさまざまであった。 日常生活の 中に運動 を取 り入れてい る

姿勢が伺 えた。 ビデオ教材 を活用 して実践す る生徒 は、放課後に集 まって実践 した り、 自宅

で ビデオ を見 なが ら実践 した。実践の記録用 として、運動 目標や 内容、実践時間、感 じた こ

とな どを記入で きるカ ラーシー トを作成 し活用 した。

2週 間の実践に よって、全 く運動を していなか

った生活 に、「運動 を取 り入れ てみ よう」 と、意識

の変化がみ られた生徒 もいた。運動後 「ス ッキ リし

た」 と感 じた り、 「ダンス も運動 なのだ」 「楽 しく運

動 をしてもよいのだ」 と新 たな発見 を した生徒 も多

く、 日常的 に運動習慣 を身に付 ける必要性 を感 じる

ことがで きた。

(6)実 証授業 の成果 と課題

く成果 〉

① 生活習慣病に関す る内容で、生徒 が取 り組みやす いよ うに冊子 を工夫 し作成 した こと

で、実践的に生活習慣病 を予防する能力 を身に付 けるきっか けをつ くることができた。

② 生活習慣病 クイズや ビンゴゲームを通 して、普段 の生活の仕方が、 自分 の将来の健康

に大 き くかかわっている とい うことを知 り、また、生活習慣病についての知識 を深 める

ことができた。

③ 生徒 は、生活チェ ックシー トによ り、 自己の生活習慣 を見直す ことができ、解決すべ

き課題 を見付 けることがで きた。

④ 自己の課題解 決に向けて、身近な ことや、実践 しやすい こ とか ら行 うこ とで、生活習

慣が変化す るとい うことを理解する ことができた。

⑤ テ ィー ム ・テ ィーチングを導入 したこ とに より、活動内容 を工夫するこ とができ、指

導効果 も高まった。

⑥2週 間の実践を終 えて、 自己の生活習慣が改善 された生徒がみ られた。 また、 自分 の

生活習慣 を良い ものに しよ うと、意識 が変化 した生徒が多かった。 自ら設定 した課題 に

ついて、2週 間の実践を行 い、その記録 を毎 日つけることによ り、「健康的 な生活」を送

るた めの動機づ けや 日常化を図 るこ とができた。
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〈課題 〉

① 第一時 の授業で は、自分 の将来像 を、「健康」とい うことを考 えなが ら設 計させ ること

が困難 であったため、授業 の始 めに、「健康」が大切であ るとい うことを明確 に提示す る

必要 がある。

② 生徒 は、 自分 の生活習慣の特徴か ら、 自己の課題 を見っけ ることが難 しかった。教師

の援助 ・助言の方法や教材の工夫が必要であ る。

③ 生徒の実践力が身 に付い てい るかにっいて、評価方法の工夫 が必要 である。

VI研 究 の成 果 と今後 の課題

1研 究の成果

(1)調 査の結果 よ り、日常の運動量 と生活 リズムには相関関係 が見 られ ることが明らか にな

った。 また、生活習慣 とイ ライ ラ感、悩みなど心の健康 にも相関があることが分かった。

このことより、生活習慣 を改善す るた めの指導 には、生徒が取 り組みやすい資料 を作成す

るな ど、指導教材の工夫 が必要 であるこ とが分かった。

(2)「 な りたい 自分」とい う将来像 をイ メージさせ るこ とが課題 を改善 しようとす る意欲 の

動機づ けとなった。 また、生活チ ェ ックシー トは生徒 の関心 を高め、これ を使用 して授業

を展開す ることに よ り、現在 の生活 を見つめ直 し、課題 を発見 させ ることに有効であ り、

生活習慣 を見直す きっかけにっ ながった。

(3)指 導計画の中に2週 間の実践期 間を設定 し、生活習慣 に関す る課題(食 事 ・運動 睡眠 ・

排便)の うち1つ に しぼって実践 させ た結果、生活習慣全体のバランスが改善 された生徒

が多 くみ られ た。実践後、引き続 き課題 を設定 して取 り組みたい と答 えた生徒が多 く、自

らの生活習慣に関す る課題解決 の方法 が身に付 き、継続 して取 り組みたい とい う意欲 を高

めることができた。

(4)運 動 を取 り入れた実践については、教材や資料を提示す るこ とによ り、運動に苦手意識

をもっている生徒 にも、気軽に体を動かす方法 を知 らせ 、運動す るこ との楽 しさを実感 さ

せ ることができた。

2今 後の課題

(1)実 証授業は1年 生で実施 したが、どの学年で も指導 できるよ う、学年ごとの発達段階

を考 え、指導計画 をさらに検討 し作成す る必 要がある。

(2)生 活習慣の改善には、学校だけではなく家庭 との連携が不可欠であるので、家庭 への

啓発 資料や連携の方法にっ いて検討 してい く必要が ある。

(3)課 題解決のための実践力 を身 に付 け させ るために、生徒が意欲的 に取 り組める視聴覚

教材 を利用 した指導内容や学習資料の工夫が必要 であ る。

(4)課 題 の達成度を客観的 に判 断でき る評価規準や評価方法の工夫が必要である。
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第3章 都 立 学 校 分 科 会

1研 究 主題

生活習慣病 予防にお ける、食に関す る実践力 を育てる指導の工夫

II主 題設 定の 理 由

食 を とりま く環境の変化や不規則 な食 生活によ り、児童 ・生徒は肥満や ダイエ ッ ト、摂食

障害な どの食 に関する問題 をかかえてい る。食 は健康問題 と直結 し、 日常の児童 ・生徒 の生

活 に密接 にかかわってい る。

健康 を保持増 進するた めには、生活習慣病予防 にっいての正 しい知識をもち、望 ま しい食

行動や 食の選択ができる実践力が必要であると考 え、本主題 を設定 した。

皿 研究 のね らい

1生 活習慣病 についての正 しい知識 ・理解を身 に付ける。

2食 にかかわ る実践力 を育て る。

IV研 究の方 法

1児 童 ・生徒の生活習慣病 に関す る意識調査 、食行動についての意識 ・実態調査 を行い分

析す る。

2児 童 ・生徒が 日常生活 の牢で生活習慣病の予防 と正 しい食生活 を実践できる効果的 な指

導方法 を考 える。

V研 究の 内容

1研 究の視点

食に関す る実践力 をは ぐくむために、「振 り返 り(生 活習慣 の問題点を考 える)」、 「気

付 き(問 題 把握)」、「実践(改 善 し実践する)へ 」を研究 のキー ワー ドとし、振 り返 って

気付 き、改善 され てい く様子 を以下のよ うに とらえた。

気付き

鞠

・ 生活改善への

食 に関す る実践力 をは ぐくむ ためには、「振 り返 り」、 「気付 き」、 「実践」とい う行動変容

を もた らす指 導が必要 である と考えた。

2調 査研究

(1)目 的:児 童 ・生徒の生活習慣病 に関する知識や、食 生活の状況、食生活と健康 に関する意

識 を調査することによって生活習慣病と食生活 に関する認識と実態を把握する。
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(2)調 査内容:① 一 日3食 食べ ていますか?

②食生活 で何か注意 している ことがあ ります か?

③生活習慣病 と食生活が関係 してい ることを知 っていますか?

④ 自分の食 生活 は健康的だ と思います か?

⑤健康的な食 生活 を しよ うと思います か?

(3)対 象:都 立高校6校442人 養護学校3校 児童5人 ・生徒45人

(4)実 施時期:平 成14年7月10日 ～22日

(5)調 査仮説:生 活習慣 病の知識 がある児童 ・生徒 は、健康 を意識 した望ま しい食行動の

実践 を している。

(6)結 果の分析及び考察

1食 生活について

〈分析〉食生活で何 か注意 していると答 えた児
童 ・生徒は高校で35%、 養護学校 で90%
であった。

都立高校

養護学校

,『3568
-、1・

■ 一

4060に 一

650100

口 は い(%)ロ いい え(%)

(考察〉高校:食 生活 がさしせまった課題でな く、
自分 の問題 として とらえにくいため、食
に対 して意識す るまでに至っていない。
身近 な 「食」にっいての課題か ら指導 し
てい く必要がある。

養護:保 護者 の管理 のもと食事摂取が行 われ ていることが多 く、自分で気 を付 けるとい う意

識は低い。 しか し、 自分でできる活動の中で、 「食べ過 ぎない、好き嫌いを しない」

と答 える児童 ・生徒 もいた。

2生 活習慣病 と食生活の関係 について

(分析 〉生活 習慣病 と食生活が関係 している こ
とについて知ってい ると答 えた児童 ・

生徒 は高校 で58%、 養護学校で42%で
あった。

都立高校 58 42ン

養護学校 ,
42 争. 58.一

髄
「

0 2D ao

ロ は い(%)

60 80

ロいいえ(%)

eau

〈考察〉高校:保 健 で学習 していることもあ り
過半数は超 えているが、基礎的 な知識
を含 めた指導が必要である。

養護:生 活習慣 病が身近にせまる病気でないた めに、生活習慣病が よくわか らないのではな

いか と考え る。 また生活習慣 病 とい う総称では難 しく、糖尿病 ・肥満などの言葉の ほ

うがわか りやすい。 言葉 の使い方 にも工夫が必要 である。

3生 活 習慣病と食生活 の関係 にっいての知識 と食生活での配慮 ・実践のクロス集 計(問 ②問③)

i
　

都立高校

`

46 膏ト
・、54

、・冠 0
i

'『

養護学校 67

1/

33°..

」

0 an

ロ問③・問②ともはい

ロ問③ではい問②でいいえ

100

〈分析 〉生活習慣 病 と食生活の関係につい
て知識 の ある生徒 の うち、高校 で

46%、 養護学校 で67%の 児童 ・生

徒 が食生活について意識 し、実践 し

ている。
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〈考察〉

高校:知 識 は あっても、実践 していない と考えることができ、正 しい知識 を身に付 けバ ラ

ンスのよい食事 を選択 できるよ う、実践に結びつ く指導 が必要である。

養護:知 識 を もっ児童 ・生徒 は自分な りに実践 しよ うとしている。 しか し、経験や判断材

料が少な く、客観的な 自己の振 り返 りが不十分で あるこ とが考 え られ る。基本的な知

識 と客観 的な判断力を育て る指導が必要である。

4調 査研究 のま とめ

調査結果 か ら、高校では生活習慣病 と食生活が関係 していることを知っていても食生活 を

意識 す るとい う実践 には結びっかない ことが分かった。高校で は、知識があっても実践 して

いない とい う実態 があ り、調査仮説は立証 され なかった。養護学校では生活習慣病の知識が

不足 してい るこ とと、知識 を もつ児童 ・生徒 は 自分 な りの配慮 ・実践を行ってい ることが分

か り、調査仮説 は、立証 され た。

児 童 ・生徒 の食習慣 をよ りよい ものにす るために、正 しい知識 を身に付ける学習 と、 日常

生活 に近い状況 の中での体験的学習を重視 した指導 を 日常の生活 につなげてい く必要性 を感

じた。そ して、その指導を通 じて、人間に欠 かす ことのできない食について関心をもち、 自

らの問題 として捉 え、課題 を見付 けてい くことが必要である。 さらに、 日常生活において食

品を選択す る機会 に学習を生かせ る力 をは ぐくみ、生活習慣病予防の基礎 と望ま しい食行動

の実践力を育 て、行動変容 をもた らしたい。

3実 証授 業1(高 等学校)

特別 活動(ホ ー ムルー ム活動)に お ける学級活 動

(1)単 元名 「見つめ よ う、自分 の食生活」

(2)単 元 につ いて

① 単元設定 の理由

実態調査か ら、健康的な食 生活 を しよ うと思 っているに もかかわ らず、「1日3食 摂

取 してい ない」「食 について意識 を していない」 とい う生徒が多いことがわかった。高

校生は食 事を選択す る機 会が増 えるため、生活習慣病予 防を意識 した食行動 の必要性

を理解 で きる ように したい。 自分の食 習慣 を振 り返 り問題点に気付 き、そ して 自分 の

生活行動 を改善できる実践力の育成 を考え本単元 を設 定 した。

② 単元のね らい

ア 食 に関することがらについて関心をもつ。

イ 食 生活が将来の生活習慣病 につながることを理解する。

ウ 自分 自身の生活習慣を振り返り、問題点に気づき行動 目標を立て実践できる力を養う。

③ 単元の工夫

ア 生徒の消費行動 を考慮 し、間食 にお ける食行動 を取 り扱 った。

イ 自分 自身 を振 り返 ることによる発 見 と体験的 な活動 を取 り入れた。
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(3)単 元指導計画

時 活動内容 主題 とのかかわ り

・自分の身長 に合 った体重 、生活運動量 ・標準体重、体脂肪、必要所要量を調べ る。

に対す る必要所要量 を知 る。 ・食生活指針 で 自己の食生活を振 り返 る。

1 ・生活習慣病 と食生活の関係 について ・食生活が どの よ うに生活習慣病 に影響 を

理解する。 与えるか を理解す る。

2 ・どんな時 に間食す るのか 自分の行動 ・ブ レイ ンス トー ミン グ に よ りき っ か け を話

を考 え る。 し合 う。

本 ・行動変容のポイ ン トを知 り
、行動 目 ・自分 の間食の仕方 について気付 く。

時 標 を立て る。 ・改善すべき点 を 目標 として設定する。

・食品中の甘 さを体験す る。
・温度 差や 刺激 に より甘 さの感 じ方 が変わ る

ことを体験す る。

3
・栄養成分表示 を健康づ く りに役立て

る。

・1日 の必 要糖分量 と食品 中の糖分量 を知 る。
・表示 の見方、意 味を知 る。
・社会 の健康づ くりに対す る変化に気づ く。

(4)本 時の学習指導

① 本時のね らい(3時 間扱 いの2時 間 目)

・自分の食行動 を振 り返 り、間食摂取に影響す ると思 う要 因を理解 できるようにする。

・間食の取 り方について、行動 目標 を設定 し、 日常生活 に生かす ことができるよ うに

す る。

② 本時におけ る工夫

・ブ レイ ンス トー ミングの技法に よ り様 々な要因を考 えるように した。

・実行可能であるか見通 しを踏まえた行動 目標 を設定す るように した。

③ 本時の展開

活 動 内 容 教 師 の 支 援 ★評 価

導 ・普段よく食べている間食の種類につい ・お腹 がすいていなくても、間食をしてしまうことに

て考える ついて 自由に話し合う。

入 ・どんなときに間食をするのかプレインスト

一ミングをす る。
・間食 の項 目を考 える

。 ・意見の内容を整理する。

展 ・分類 したグループにそれぞれの特徴を表す名 前

・間食の取 り方 に影響していることを明ら を付 ける。

かにし、食習慣 の問題点を整理する。 ・食事という行動が社会的要因、情緒的要因にも影

響されていることに気付くことができるようにする。
・結果 を予期 した行動の実行 、可能性 に対する自

開 ・行動を起こす 前に、ここまでできるという 分 の対応力 はどれくらいかチェックシートを用い

可能性に対する自分の対応力にっい てチェックする。

て考える。 ・より身近な目標、できそうなものを設 定する。
・自分 にもできるという気持 ち、自信を高

・身近で小さな行動 目標を具体的に考える。

める目標設定例を学ぶ。
・どのような方法をとれば、どんな結果になるか考える。
・その方法がどの程度確実にできるか考える。

☆間食の内容や取り方について問題点に気付くこ

とができたか。

ま ・自分 自身 を知 り、目標 を設 定す る。 ・自分の間食 の内容 、取り方を振 り返 り、改善すべ

と き点を目標として設定する。

め ★改善に向けた行動 目標が立てられたか。
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4実 証授業 皿(養 護学校)

特別活動(ホ ームルーム活動)に おける食 に関す る指導

(1)単 元名 高等部第2学 年 「食 べた ものを見てみ よ う、考 えよ う」

(2)単 元について

① 単元設 定の理 由

生徒 は、給食時 の指導や家庭科 を通 して、マナーや丈夫 な体 をっくるための食事 に

ついて、ある程度理解 してい る。 しか し、活動 に制限がある生徒や 自分の食生活 につ

いて客観的 に考える経験 が少ない生徒が多い。調査研 究か らも基本的 な知識 をもって

い る生徒は少ないことが分か り、 このことか ら、 日常の 自分の食生活 と生活習慣病予

防を結 びつ けて考 え行動す ることは難 しい といえる。そ こで、食について考 え、実践

する ことがで きる力 と生活習慣病 を予防 しよ うとす る意欲 を育てたい と考 え設 定 した。

② 単元のね らい

ア 用意 され た食事を食べ るだけではなく、食事の献立や素材 、栄養バ ランス について

関心 をもっ。

イ 自分の一 日の食事 を振 り返 り、栄養バランスを確認 できる。

ウ 食 と生活習慣病の関係 を理解 し、 自分 で予防 しようとす る意欲 と態度 を養 う。

③ 単元 の工夫

ア 全員共通 の給食で栄養バランスの確認方法 を学習 した後、 自分の食事か ら将来 の健

康へ と発展 させ てい くこ とで、知識を 自分の生活に結 びつ けて考るよ うにす る。

イ 授業の始 めに 「他人 のワー クブ ックを見ない こと」 「生徒の食事内容 を発表す る機

会はない こと」 を確認 してお くことで、生徒が安心 して取 り組む ことがで き、プ ライ

バ シーの保持 ができるよ うにす る。

(3)単 元指導計画(3時 間扱い)

隙立を思い出そう1

活動内容

・給 食の写真や材 料を見て献 立を思 い出す。

・家 庭科で習 ったバランスシー ト(赤黄緑のグル ープ)で栄 養バ

ランスを確認す る。

・1週間 、朝の学級 活動 で前 日の夕食 をワークシー トに記入 し、

食 べた物を思 い出す 練習をする。

・前 日の 夕食 を思い出し記入する。

・献立 表 に赤黄 緑の色別シールを貼 り、栄養 バランスを確 認す

る。自分の食事の 良いところ、足りないところを探すe

3

本 侮 日の食 事が積 み重 ねられていく(貯金)ことを知る。

日・ ・栄養貯 金を蓄えるために 自分にできることを考 える。

主題 とのかかわり

・望 ましい食行 動や食 の選 択 が出来る実 践力 の基礎 として、

自分の食べた物に関心 をもっ。

・給食 は栄養 バランスが整っているということを確 認することで

『栄養バランスが整った食事』を具体的に理解 し、今 後の判 断

材料とする。

・自分の食 事の栄 養バ ランスを確認す ることで知識 と自分 の

実生活を結 び付ける。

・望 ましい食の選択 ができる実践 力の基礎 として 自分 の食 事

に足りない栄養 素に気 付く。

・自分の将 来の健康 を想 像 し、病 気予 防の必要 性 を理 解 す

る。生 活習慣 病予 防の実 践力 として、足 りない栄 養 素を補 う

習慣を付ける必要性 を理解 する。
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(4)本 時の学習指 導

① 本時のね らい

ア 食 生活が将来の生活 習慣病 につなが ることを理解す る。

イ 健康のために自分にできることを考 えることができる。

② 本時における工夫

ア 生徒 にとって身近ではない生活習慣病 をイ メージ しやす くする。

イ 生徒 にも簡 単に作れ るメニューを例示 し、実践的なイ メージを もて るようにす る。

③ 本時の展開(T1・T2・T3・T4・T5)※T3・T4・T5机 間指導

活動内容

～健康の栄養貯金をしよう～

・前時の活動 内容を知る。T1か らの アドバイスを読む。本時

の活動内容を知る.

・栄養不足で困った経験 があるか振 り返る
。

・バランスがよい食 事をしていたT1が40歳 になったときの

栄養貯金を見る。

・栄養 不足があった場 合の健 康の栄養貯 金を見る
。

・前時 でワークブ ックに記 入 した 「良いところ、足 りないとこ

ろJをもとに自分 の健康 の栄養貯金 をする。

・40年 間、過 不足 した栄養の食 事を続けたための病気(生

開 活習慣病)を 知る。

・今 後、健康 の栄養貯 金を蓄えていく(生活習慣 病予防)た

めに、足りない栄養を補 う『付け足 しメニュー』を考 え記入

する。

・第1時 からの活 動を振り返 り感想を発表する
。

教師の支援 ★評価

T2ワ ークブックを記布 する。

T1赤 黄緑 のグル ープや 自分 の食事のバランスなど、前時 の学

習を確認す る。本時の学習 内容を伝 える。

T1栄 養 グループ毎 に不 足時 の症状と摂 取すると期待 できる良

いことをイラストパネル で例 示する。

T1パ ズルを健康の栄 養貯金通 帳 に10歳 ・20歳 ・30歳 ・40歳

と積 み重ね 、完成 する。

T1パ ズルにすき間ができていることを説 明する。

T2健 康の栄 養貯 金 通帳 と個 人用オリジナル(生 徒の足 りない

栄養 分を削った)パズルを配布 し説明する。

T1長 い時 間をかけて少 しず つ積 み重ねた結果の病気であるこ

とを説 明する。(糖尿病 、高血圧症 など例示)

☆栄 養バランスがとれていない食事を続 けると生活習慣 病 になる

ことを理 解できたか。

T1実 現可能 なものを考えるように助言する。

★ 自分の食事 に足りなかった栄 養を補えるメニューを考えること

ができたか。

T1第1時 からの活動 内容 をまとめる。

(5)実 証授業の成果 と課題

高等学校

〈成果 〉

① 食 事が生理的な理 由だ けでな く、友人 が食べ てい る時、テ レビを見 てい る時 な ど、

どのよ うな時 、 どん なきっか けで食べ てい るのか を気付 くこ とがで きた。

② グル ープの話 し合 いか ら自分 の食生活を振 り返 り、 「清涼飲料水 を毎 日飲んでいた」

「コン ビニのある決 まった食品 ばか り食べていた」な ど問題 点に気付 くことがで きた。

③ 改善 目標 を具体的 な行動 を挙 げて考 えることに よ り、実践 に向けて見通 しを もつ こ

とがで きた。
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〈課題 〉

① 食 べた物 、時間、揚所 、その時の行動 な どを記録す る こ とで よ り詳細 に食生活 を振

り返 る必要 があ る。

② 改善 目標 を実践 してい く過程にお ける経過観察 および評価 の工夫が必要で ある。

養護学校

く成果 〉

① 単元終 了後、 自分で栄養 バ ランス を考 えて夕食 を用意す るよ うになった生徒や 、好

き嫌 いが な くな った生徒が増 えた。 本時 では生徒 の実生 活 をも とに学習 を展開 したた

め、栄養 素のはた らきやバ ランス シー トとい う家庭科 の既 存 の知識 を実践化 し、 自己

管理能力 向上 につ なげるこ とができた。

② 栄養貯 金 の学習時、生徒 か ら 「このまま じゃ病気 にな るかも」 とい う発言 が あ り、

毎 日の食 事が将来につなが る とい うこ とを理 解す るこ とが できた。

〈課題 〉

各教科 との さ らな る連携 を行 い、実践化 をはか る必要が ある。

VI研 究 の成 果 と今後 の課題

く研 究の成果 〉

① 望 ま しい食行動 の実践 を行 った ことで、食生活 について よ り正 しく理解す る ことがで

きた。

② 校種や児 童 ・生徒 の実態お よび発達 の段階に応 じた学習 を展開 してい くこ とで、学 習

に対す る興味 ・関心 を高め、主体的 に参加す るこ とがで きた。

③ 教材 ・教具、学 習方法の工夫や体験的な学習 を重視す る ことに よ り問題解決能力 と健

康 を意識 して食事 を選択 してい こ うとす る意欲 ・態度 の育成 につ なげるこ とがで きた。

〈今後の課題 〉

① 生活 改善 に向 けた実践 を継続 してい くための指導の工夫や評価 方法 を検討 して い く

必要が ある。

② 生活習慣 病 を予防す るための正 しい食 生活 を理解 し、実践 してい くに当っては、家

庭 との連携 、協力が不可欠であ る。そのた めの具体的な手だ てを検討す る必要 があ る。

③ 食 に関す る指導は、指 導者側 が指導内容や指 導方法 を十分 に検 討 し、共通理解 を し

た うえで指導計画の作成 な どを系統的 に行 ってい く必 要が ある。
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終章 研究のま とめ と今 後の課題

1研 究の ま とめ

健 康教育部 会 は、研 究 主題 「生涯 を通 じて健康 な生活 を送 る こ とが で きる児 童 ・生 徒

の育 成」副 主題 「生 活習慣病 な どの生活 行動が原 因 とな って起 こる病気 の予防 に関す る

指導 」 に基 づ き、児 童 ・生徒 の発達 段階や 特性 を重視 して、小 学校 、 中学校 、都 立学 校

(高 等学校 ・養i護学校)の3つ の分 科会 を構成 した。 多 くの場 面 で健康 教育 を実施す る

た めに各 教科、道徳 、特別活 動、 その他 すべ ての教 育活動 との関連 性 に焦点 を当て 、具

体的 な指 導 の展開及 び指導 内容 ・指 導方 法 の工 夫 ・改善 に取 り組 み 、研 究 を進 めた。

小 学校分 科会で は、食事 ・運動 ・睡眠 に 関す る生活 行動 につい て 注 目 し、調 査研 究 か

ら自己肯定感 ・意志 決定能 力が高 い児童 は規則 正 しい生活 習慣 を身 に付 けて い る ことが

分 か った。この結 果 を もとに正 しい知識 を身 に付 け る学 習 と、望 ま しい生活習慣 を実 践 、

継 続 して い く力 を高め、 自分 の心や 体 を大切 にす る指 導 の工夫 を行 った。

中学校分科 会で は、 自分 の将来 像 を動機 づ けに した授業 実践 の研 究を行 った。 調 査研

究 の結果 、生活 リズ ム と運 動 に相 関 関係 が 見 られ た。健 康 の大切 さを理解 で きる よ うに 、

生 活習慣 の見直 しと、将来 の 自分 を想像 し、個 々 の課 題 を見付 け実践 に取 り組 む指 導 の

工夫 を行 った。 「運動」を課題 と して取 り組 んだ生徒 には、ビデ オ教 材 を使 い、生活 習慣 ・

生活 行動 の改 善 と病 気の予 防 につ い て個 別指導 を行 った。

都 立学校分 科会 では、 生活習慣 と食生 活 にお ける調 査研 究の結 果 、高校 では生活 習慣

病 と食生活 の相 関関係 を知 っていて も食 行動 の実践 に は結 びっ かな い こ とがわか った。

また 、養護 学校 では生活習 慣病 の知識 が不足 して い る こ とと、知 識 を もつ児童 ・生 徒 は

自分 な りの意識 を もち、実践 を行 ってい る ことが分 か った。 そ の結果 を踏 まえ、正 しい

知識 を身 に付 け、望ま しい食行動 の実 践力 を育て る学習 の 工夫 を した。

各分科 会 とも、 自分 を見っ め るこ とに よって 自 らの課 題 を捉 え、健 康的 な生活 の実 践

にっ なが る とい う考 えの も と研 究 を行 った。

皿 今後の課題

自分 ら しく健 康的 に生 きてい くには、 それぞれ の児童 ・生徒 が健 康 に関 して どれ だ け

主体的 に考 える こ とが で きるかが 大切 で あ る。生 活習慣 を振 り返 って 自身の行動 を理解

し、 よ りよい行 動i択 がで き るには、幅広 く健康 につ い て考 えて い く姿勢 を培 って い く

必要 が ある と考 える。

健 康 を保持 増進す るた めに は、健康へ の関心 を もち続 け、課 題 を発 見 した り、解 決 し

た りす る力 をもつ ことが必 要 であ る。多様 な学 習方 法 を導入 し、意 欲 を高 め、実 践力 に

貢献す る指導の 工夫が必 要で あ る。

今 後一層 の効果 的 な健 康教 育が推進 されて い くた めに、 学校 と家庭 、地域 社会 、 関係

機 関の連携 が求 め られ る。
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